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10章 避難所として機能した学校施設

家屋の破損や倒壊， ライフラインの述絶， 水・食料の不足， 迫り くる大火災，

断続的に続く余震への恐怖， 楓乱する諸情報， さまざまな製閣で人びとは近隣

とった刷 こうし允人びとのがくが，

引な小・中学校に身を都せたことはよく知られている. ここでは， これらの地域

住民の学校施設に対する避難行動の実際と学校施設が果たした役割についてま

とめてみたい.

10.1 と

阪神・淡路地医における避難者数と避難所数の推移を図10 .1に示した. 地

震発生直後，避難所に身を寄せた人びとは31万人を越えていたといわれる. 状

況がある棺度落 ち着いてくると， 自宅の被噂が少なかった人や他地域の親翻の

う人が1， 2澗聞の聞に脇難所長現出しており ，

する. その後は地域の櫨興， 応急イ民投住宅の入居lこ合わせて徐々に避難所を後

にする人が出てくるが， その推移は応急仮設住宅建設の遅れもあり 3 月以降で

はほぼ横ばいになっている. こうした避難者数 の推移に対し， 避難所の数は並

行的には減少していない. おない

となどがその背農としてあるが，

所からの移動を強いること

の統廃合が困難であったこと， なども影響しているようである.

図10 .1巾で， 避難者数が途中から変更されているが， これは当初行政当局で

あまり の多さにその人散を正確には杷掘で議ず， 避難所から

あった食事故後避難者数として車問していたことlによる.

の少ない自宅で暮らす避難者や， 避難所には寝泊まり せずに公園や他施設に避

難した住民が， 食事や救援物資などを避難所に出向いて受け取っていたのであ

る. 表10 .1は， 神戸市が就寝者数と避難者数の区別をして調査を始めた3月
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第E部 避難所?としての学校
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表10.1 神戸市内の避難者数と就寝者数(3月13日時点)

区別 | 避難所数 就寝者数 避難者数
300，000卜仇\恥
250，000卜\ \嶋
200.000ト /\、

' 卜(食事散Y\
150.000ト
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、
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岡山‘l 阪神・腕時地械における避難者‘散と班難所撤

の推移 〔委主考資料 兵庫県災害対策木部)
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[図10.2-4の凡例]
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(神戸市: 1月21日)

間10.3
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図10.4

施設種類別避難所数

(神戸市: 1月21日)

凸の

つd

A告

白HU

Fhd

qム

A吐

qM

HMM

hwυ

PU

円HU

ρO

Fhu

氏叫

内/制

咽i

9，995 

13，281 

10，297 

8，260 

17，114 

8.793 

356 

259 

179 

24，229 

26，931 

17，769 

13，502 

35，203 

11 ，462 

579 

259 
196 

灘 院
中央区

兵庫区

長田医

組磨区

並木区

北阿
四 区

合計 | 叫 68.刷 130.130 

〔神戸市災害対策本部 民生部より〕

。 10β00 20，000 30，000 40，000 50，000 
避難者数/人

須磨区
垂水区

北区卜

四匹
4じ調脚支所

神戸市

o 20 

O 40 60 
施設数

80 ハUnu
 

20 



第ぬまま 避難所として機能した学校施設

13 るが， 実際に避難所に寝泊まりする避難者台数'j:，

おり， 当初め避難者数も被災地全域でお万人前後であったとも

される，

これらの避難者がどのよう たか神戸市についてみてみる

ι結果はi蛍10.2， 10.3 ごとくとなる. 1月21日 データに基づ

いているが， まとめる 約S割が合立小・中学校を利用しておち，

幼稚園， 高等学校， 官・聾・議護学校などの学校聞をあわせると， 学校施設に

身を寄せた避難者は全体的73%にのぼったことが明らかとなる. 学校施設が地

域住民の避難拠点としていかに重要な役割を果たしたかがよくわかる響 選難所

の数そのものでは，国10ιに示すように公民館，関害賠江どの学校以外の地域

公共施設の方が多いが， なんといっても学校施設は身近な近隣住民を大量に収

る能力においてまさっていたことが理解される.

各学校にどの稼境台数の避難者が去を時せたかを示すヂータとし 10.2 

がある. 神戸市教脊委員会による学校別避難者数一覧である. 地嵩かちl週間

後， 1丹25日のヂータであるが， 神戸市内で学校掴に身を寄せている人はこの

時点で約13万人， このうち1校あたりの避難人数が1，000人を越え

52技にものぼっている. さらlこ，東灘小学校(東難民) 4，000人， (長

出区) 3，500人，長楽小学校(同) 3，000人など， 想像を絶する人数が押し寄せた

学校も少なくない. 現場での坦乱はいかばかりであっただろうか.

10.2 避難者数の時系列変化と誼後の謹難所居住密度

関10.5は，地震発生自後，避難所としての学校の現場の様子を示す貴重な資

る. また，東議磨小学校 (神戸市語騨区)安事例として取り上げ，

る どを分析して直後か告の避難者数の推移をとまとめてみると図10.6

に示すようになる骨 こうした?写真や， 直後には1，8∞名を越す人びと

国10.5 避難薩後の議子〔自給番頭]
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第日部 避難所としての学校
表10.2 神戸市内の学校闘の就寝者数什月25日時点)

耳O. 学校名 49 広験 99 神楽 1200 

50 筑繋が丘 100 志型地 700 

51 λ;地 50 101 蓮池 2300 

2 本山第一… 900 52 小部 32 102 名針 700 

3 本山第一. 300 53 小部東 140 103 油田 600 

4 本山第五 3000 54 鈴鞠台 139 104 丸山 200 

5 本山南 14号。 55 有馬 105 宵111 600 

6 福池 3000 56 有野 106 五位の地 1700 

7 向洋
57 藤原由 107 50 

8 IにEf3アイランド
58 諾植 185 8244 

9 本庄 1000 59 道場

10 執崎 2000 部 八:多 109 戸時須磨 300 

日 住吉 2200 61 長隠 110 1200 

12 御影
62 波inf 111 板宿 2330 

2000 63 妻子笹 112 火黒 1800 

64 大沢 113 若常 750 

65 北五葉 62 114妙法寺 33 

鉛 甫五葉 29 115 多弁畑 70 

67 誌の宍 152 116 岳川 118 

18 六甲 2800 68 泉台 117 北境欝 150 

19 西郷 1300 69 0よどり台 7 118 高会合 語。

20 商灘 3000 70 有野台 119 菅の台 23 

21 碑田 2500 71 有野点 120 東接合 60 

22 難耶 1700 72 箕持 25 121 竜が台 300 

23 福生 1100 73 花山 78 122 

24 高羽 1000 74 星お台 123 酎落合 30 

25 100 75 申緑 124 荘草 70 

26 鶴甲 300 76 西山 125 松尾 100 

討 議喜 2810 77 鹿の子台 126 花谷 150 

28 
19700 

30 上筒井 500 79 平野

31 雲中 1350 80 菊水 4000 

32 二宮 1300 81 輔越 40骨

33 小野柄 1850 昭 事野 300 

34 春自野 2000 部 兵庫大関 900 133 西舞子

35 宮本 1300 84 荒田 700 134 塩嵐 39 

36 吾妻 3000 部 会下山 1200 135 垂水 20 

37 若菜 800 話7 水木 1000 136 名谷

38 山の手 1700 88 明窺 710 137 霞ケ丘 40 

39 北野 800 的 和田岬 300 138 高丸 告8

40 神戸諏訪出 1450 9司 君主111 600 139 東芝農水 130 

41 下山手 盤技 91 東山 600 140 揺田 120 

42 境川多間 650 
22650 141 60 

43 港島
500 142 西高丸 170 

44 捧 3000 93 J話陽 2400 143 乙木 20 

94 一‘葉 3500 144 神障台 520 

45 山田
判 長楽 3000 145 千代が丘 111 

46 芥上
96 真野 2000 146 多関車 50 

47 藍那
97 趨誠 2500 147 多寵東 1むO

48 君髭 24 部 長田 700 148 西脇 10 
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第10章 避難所として機能した学校施設
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第H部 避難所としての学校

相奨阿

l月25日現在

稲葉町

明石市

4月12日現在

稲美町

明石市

8月201:1明枝
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西区

回伊:

o 5km L一一L-.l...，.同 ι一一1-...1

閉じま

図10.7 神戸市内の避難所校の地開的分布

〔宰考資料: 神戸市教育委員会〕



第10章 避難所として機能した学校施設

せた同小学校の廊下， ホール，各教室など， 人が身を寄せうるスベースの面積

と漉離人数 との関係で，直後のl 人当たり の尉住可能面楠を類推してみると，

おおむね1 人当たり 1m2前後であったろうと問、われる. つまり γ起き

の1人当たり 半畳程度の由度である. 疲れた身を横たえるととも容

易ではなかったものと組像される.

こうした， 避難所として機能した公立小・中学校の地域分布とその収容人数

ること

は8月末にやっと

10 .7にまとめた.

ること

れるにいたったのである.

して

くれた櫛

10.3 学校避難所の圏域構造

1 . 学校般職所と闘喝の位観閲偶

学校に避難した住民の屑住地と学校との位置関係を分析してみる幽 緊急時の

避難行動の概要がこれによって類推できると思われる. ここでは， ケーススタ

ディとして長田区西部から須磨区東部地域の避難所となった学校施設のうち，

S小学柑(室内・神楽・大黒・板柄・ 東頒購)， 3巾学校(大橋・太田・用船)， および

9 校骨取り 上げている. この地帯は， 地躍によっ てひ議組におれ

た大火災の発生した地域を合んでいる.

データは， 各学校において管理されている避難者名簿を収集することによっ

ている. 避難者の方がたのプライパシーに抵触するおそれがある調査なので住

ることにとどめたが， それでもこの地域一帯 のすべての漉

タ長集めることまではできたぶかった闘

関係者lこ厚くお礼を申し上げるしだいである.

L 、fこfごし、

なお， 避難者の自宅から学校までの直線距離から50 mを号|いた距離を避難

距離と定義している. 50 mを号I�、たのは， 学校は一般に校地が広く通常10 0 m 

きさをもっていることを考躍したものである. ま

80% (50%)が合まれる円の半径を80%(50%)避難距離と姐載した.

以止の9 校における避難闘城の全貌をまとめて凶治すると，関10 .8

ようになる.

2. 帯瀧難所械の閣城構造

いくと，以下のようである帥
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第10章 避難所として機能した学校施設

( 1 )室内小学校

最大時避難者数 42 0名

331名(173世帯)

8 0 % 避難距離 356 m (50 % : 192 m) 

校区内避難世帯本188% 

隣接する兵庫高校は， 2， 0 0 0人以上の避難者を収容していた大規模避難所で

あり ， 近隣の住民の多くがここに避難した.

られる. してきたもの

と思われ， こうした人たちには高齢者が多いのが特徴となっている. したがっ

て学区内の避難者が多し 避難距離 の短い避難所となっている(図10.9)，

\ 

図10.9 室内小学校の避離者の居住地分1'Ij

*1 

校区内避難世，i任

当該学校に避難している

世帯のうち， 住所がその

学校眼内lこあるもの.

1000 I 500 2000 

直線距離1m

累積%
100 

80 

60 

40 

20 

O 
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第H部 避難所としての学校

274 

(2 )大橋中学校

最大時避難者数 330名

293名(142世帯)

80 %避難距離 322 m (50 % : 206 m) 

校院内避難世帯 79 % 

学校敷地は神楽小学校と隣接しており ， 体育館は神楽小学校の特別教室と併

し るが， こ としていた. ま

テント と

して いた， 学校区 は神楽小学校と同一で あるが，

学校に比べてやや低くなっている. 避難者の分布状況は校医東側からの避難者

が多く見られるが， これは神来小学校より も大橋中学校が東側に位置するため

であろう‘ 避難距離10 0 mまでの避難者が非常に少ないが， 校地周辺!C公闘・

く，イ主主むが少ないにとが彫轡している(岡10，10)，

図10‘10 大橋中学校の避難者の居性地分布

1000 1500 2000 

直線距離1m

累積%
100 

80 

60 

40 

20 
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第10章 避難所として機能した学校施設

(3 )神灘小学校

1，402名

5 05名(185

80 %避難距離 354 m (50 % : 257 m) 

校区内避難世帯 85 % 

学校敷地は前述の大橋中学校と隣接しており ， 校舎の一部は中学校の体育館

れて いる. 校舎全体を避難所として利用しており ，

となった‘ 大橋中学棋に比べ析しくきれいな組物であったこと

しているようである. 学校区は大橋中学校と同ーの地域であるが，

内の避難世帯の割合は中学校より も高くなっていた. 東側からの避難が多い大

橋中学校に対し， 西側からの避難者が多いことがわかる. また南側の]Rの線

してき きわめて少ないことがわかる(阿10.11)，

累積%
100 

成。

jt世帯数1-160
I�I 
H昼難率引
j - 1---l 40 

20 

O 
I 00 500 1000 1500 2000 

直綿距離1m

阻10.11 神楽小学校の避難者の居住地分布
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(4)板宿小学校

2.429 

734名(361

80 %避難距離 516 m (50 % : 366m) 

校宮内避難世帯 61 % 

校地拡散宿駅北部記位置し高校lこも鞠接する. この学校は佑校に比べ近隣

の避難者が少なく， 避難距離が全体的に長い姐 そのため校区内の避難世帯の割

合も約60%と極端に低い. 学校付近に高校や坂宿鶴忠街があり住宅が少ないこ

とも原因として考えられるが， 南側の太田中学校や大黒小学校崩辺に火災が発

していたことから， この付近の住民が難奇避けやや遣い板宿小学校の方に避

難するケースが多かったことも影響していると思われる. 当初2.500名弱の人

びとが押し寄せた事実もそのことそ物語っている〈図10.12).

車線距離1m

国10.12 転稽小学校の避難者の民住地分ィむ



第10章 避難所として機能した学校施設

(5 )大黒小学校

2，300名

551名(245世帯)

80 %避難距離 398 m (50 % : 245 m) 

校区内避難世帯 74% 

学校敷地は太旧中学校と隣接しており学校区は太田中学校に含まれるが， 校

し もある. ると よ

よびその周辺からの避難者が多い剛 ま

られ， 避難してきたときに距離的に太問中より なる大黒小学校に

より 多くの住民が避難したと考えられる. 学校敷地北側からの避難者が少ない

が， 北側の山陽電鉄， 幅員の広い幹線道路が避難行動のうえで障害となったと

られ る(閲10 .13)。

1000 1500 2000 

，，�..，，�..，_.c.- 0 直線距離1m
，.�.�.…・』一一一一一・『同官・u

阻10.13 大黒小学校の腔難者の肘住地分市
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(6)太田中学校

最大時避難者数 1，240名

調査時避難者数 上112名(436世帯)

80%避難距離 408 m (50先: 235 m) 

校区内避難世帯 89% 

学校敷地は大黒小学校と隣接しており， 学校区は大黒小学校と千歳小学校の

小学校誌を範囲としている， 校院内で火災が発生した学技でもある騰 学校敷地

ぐ南鶴の街区が火災により嬢失しており， この通うたりに生んでい

誌とんどが太田中学校に避難した. また， 大黒小学校とは対照的に学校敷地南

関部かちの避難者が多し さらに賭辺一菩の火災のために瀧難所となちなかっ

た千識小学校僅かおの避難者も大黒小学校に比べて邑立つ. しかし誌がら校区

もJ豆鷹取駅より高側からの避難者は少ない. また， 学校敷地北朝日の妙法

!を越えて避難してくる註民も少なく， しかも妙法寺川より

学校区の地域からの避難者が多く事 鉄道の線路や河川の存荘が躍難行動を規制

しているともいえるく留10.14).

J 
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関10.14 太田中学校の避難者の肘住培分布悶
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(7)東震磨小学校

最大時避難者数 1，800名

467名(207世帯)

80 347 rn (50 % : 235 m) 

校区内避難世帯 94% 

LLI揚溜鉄の東須磨駅に隣接している学校であるが， 線路以北の避難者誌やや

少なく， 学校の雨時音ßからむ避難者が多いことがわかる， 校民内t堂書む割合が

94%と非常に高い割合となっているが， 学校阻の境界が河川の存在とおよそー

していることが要関と考えられる. 避難行動が河川， 産地， 幹線道路，

などを越えては行われにくいという， 一般的原理が類推できる. 校区内の避難

者が多いことで， 学校区を基準とした地域コミュニティがそのまま持ち込まれ

ることもあるようである(国10.15入

避難世帯数

100 

80 

60 

500 1000 1500 2000 

i庭;脇距離1m

，-�・�J_一 一
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霞10.15 東調鼎小学校の避難者の居性地分高
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(8 )飛松中学校

500名

421名(170世情)

80 % 避難距離 312 m (50 % : 215 m) 

校区内避難世帯 98 % 

学校区は東須磨小学校と板宿小学校の2小学校区を範開としている学校で，

なっている. このた

り まぽ全員が椛阻内の服難者であった*

おり，北側からの避難者はほとんどおら り

98% にものぽ

して

る.

交通の便宜がよくない場所のため山陽電鉄の線路を越えて一南側から避難してく

る住民も見られない(関10.16)，

1000 1 500 2000 

直綿距離1m

O 

..................r-.......r-

図10.16 飛松中学校の避難者の間住地分布
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(9) 

最大時避難者数 不明

調査時避難者数 793名(190世議〉

80%避難顕離 344 rn (50 % : 218 m) 

校区内避難世帯 79% 

この学校は飛松中学校と避難所の統産台が行われた学校であり，

iま飛松中学校に移っ た後lこ入手した避難者名簿をもとにしてい

る. 甫側の河川・幹緯道路を越えて避難してくる避難者は非常に少なく， 東鱒

かち北東部iこかぜでの近鱗の住民が避難してきている ことがわかる(凶10.17). 

山~一- 竃 ........，，-�.一 一---..... 川、.“

菌10.17 �li磨高等学校の避難者の屈住地分帯

281 



第H部 避難所としての学校

282 

3. 避難所の醤域構造の特性

よって， 護難住民の避難行動の実撫と避難鴎域の概要がおおむね把握

できる‘ これらの要点をまとめてみると， 以下のようになる.

( i )避難寄り距離分布は訟かよった傾向にあ今， およそ徳手間の500mの

範凶内から避難しており， 避難者がより近くの避難所令指向す

向が認められる， 白宅に少しでも近い方がいい， らいつでも

�ì:.ものを躍りにいける， などの心理的な蕗響が強い.

(話)学技区内の避難者の割合が非常北高し 地 誠施設としての役割が認め

られる. とくに中学校は校区が!よいことから， 校訳内避難者率が高くなっ

ている. 地域のコミュニティ活動の経験が避難所む円滑な運営に役立って

いる場合もあった.

〈揃)各学校の位躍や自校区・隣接技区内の火災む延焼方向によっては， 組

壊の危i換性のない地域へと向かう避難者が多いため， 校区外の避難者の割

合が高くなっている.

(iv)鉄道線路や主要幹綜道路・対JIIを越えて避難することは少なし 避難

行動の方向を為る程度担制している，

(v)藤難所の選択に距離を考癒しない速五から

められる. 避難者がすでに大勢いたため地施設に移動したケースな

えられるが， このほか親類や知人の居住， 避難所か告の交通の利捜性，

難所環境に関する噂などが少なかちず能響しているようである.

( vi)このことで少し気になる点がある. 高齢者や障害者などの社会的弱者

の避難行動で追うι データ民基づ‘いての論証は難しいが， 蓋後の大揖乱期

にこうした人びとは行動が遅れがちになり， たどり着いた避難所はすでに

満員で入る京地がなかったり， 入れたとしてもよ階の比較的不利なスペー

スにやっと場所を見つけた， などのケースも多かったようである.

生奇確保期>， だれもが自分むことで轄一杯む行動むなかで. こ

うした人びとが蕗外さ

(￥ü)外寵上被害の少な

長用区にあ

はこ

どの事例があった.

いことは記協にとどめておきたい.

った範設を選択する{副知こある，

し， 避難の遅れた高齢者など

目立つ隣接の室舟小学校に避難したな

〈噌)小・中学校に比べ， tまかの文教施設や公共施設は誌域的な避難所と

なっている. とくに身近な避難所に入れなかったために移動してきた避難

者が多かったようである.



第10議 避難所として機能した学技施設

10章のまとめ

以上， 学校施設は避難所としてきわめて大きな役割を果たした. 地域社会の

中被拠点的公共雄投としての役割を遺構なく発撤したといえる. そもそもが1

として学校の多くが指定されていたという事培ももちろんあろう. し

かし， これほど多くの人びとがと与あ

その背景や!長国について考察を行ってみたいー

しfこという

( 1 )認知度・親密度

ど地域住民にとってなじみの深い公共施設はほかにはない.

校に通っていればなおさちであるし， 学校開放に依拠した地域活動に委力Ilして

いる湯舟も為ろう. 学校には親近j惑を識もがもっており， 位置に関する認知藍

も高い.

(2)施設密度

都市部での小学校毘の半荏は数百加かちlkm盟度までであろう.

はこれよちやや大きいが， 両者をあわせると数百出毎に学校が立地している

ことになる. 地域社会における施設密度がもっとも高い公共接設で為る， また，

校地はたいてい1 ha 以上， 100 m角程度む大きさをもっており， もっとも大き

い敷地に藷っ地場抱設でもある.

(3)オープンスペースとしてのグラウンド

ち一時的に避難・持機する場所として， 広く

グラウンド吋鷺重なオープンスペースとして機能するー 強い余震が露骨統

的に続くなか， 人誌本能的iこ建物内にいることを恐れ， 大地iこ身をおいていた

いとJ臣、う. このとき学校のグラウンドは好適な身の寄せ所となる.

このほか警 (これは少し時間がたってからの話ではあるが)車そ駐めておける， 物

資後山積みにしておける， fl構隊などの教援本部や仮設治場を設営できる， テ

ント骨盤って:生活の壌とできる， などオープンスペースとして

•
 

、2・lv

(4)シェルターとしての技舎・俸宵館

学校権設は数千m2程度の鼠内空間をもっ. 第s裁でも明らかにした

ように， ある程度講造的に決企な建物でもある. 仮の生活場所を設営するには，

相当人数をi反宥できる格野の庫内シ.:r:.)レターといえる. 後に明らにするが (第

11， 12叢λ学校の教室は一部患に収容できる人数が多すぎも少なすぎもしな

い， プライパシーやコミュニケーションの点から適切な人数集団の生出場所と

なりうる特性をもっているようである.
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(5 )生活利皆性

日頃， 数百人程震の児輩;・生誌が生活してい

どの生活最低施設はかなりの人数に対応できる

(6)教職員め存在

るか 洗面1な

ろっている.

第四 るが， この点が今とたの大震災で;またいへん大きな

島ったよう

た. 冷静さと

る‘ 直後か仏教職員は寝食を忘れ種子奮迅の働きであっ

それにしても r広域避難場所」とはいったL

札 学校擁設む果たした大きな役割に対L，

なかったよう ι そして， 以上の

みる もと

避難者を励ました.

ったのだろうか.

でこむ ことはあまり議論され

に地域住民の避難行動恐追って

ま

したりすることが盟たして可能であったろう

この童手書いていて， 再びそんな強い疑念におそわれるのである.




